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11 月 10日(火）午前10時から
場所は「日本共産党羽村市委員
会」事務所です。弁護士が相談に
あたります。予約必要
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はじめに
　昨年来の経済危機により市民生活が大変厳しくなってい
ます。このようなとき、市民に最も身近な行政として、羽
村市政は市民の福祉と暮らしを守る役割をしっかり果たす
必要があります。市民税法人分が大幅に落ち込む中で、羽
村駅西口土地区画整理事業を進めると、市財政はもとよ
り、市民生活にも大きな影響を与えることが心配されま
す。私たちは、この事業を一時停止し、限られた財源は市
民生活を守るために優先的に使うべきと考えます。
　以上の立場から、平成２２年度予算編成にあたっては、
次の各要望について予算化されるよう要望します。また、
可能なものについては、今年度中の実施を要望します。

【企画部】
○平和関連事業の充実を
　　羽村市平和都市宣言１５周年記念事業を
○横田基地関連情報のホームページ掲載の充実を
○テレビ羽村番組のインターネット公開を
○市民相談の充実を

【総務部】
○行政統計資料等統計資料ををデジタル版で
○臨時職員賃金の引き上げを
○臨時職員は羽村市退職者より一般からの募集を優先して
　雇用を

○学習等供用施設に管理人の派遣を
○自転車駐車場の増設を
○コミュニティバスの運行ルートの拡大、コース逆回り、
　早朝、夜間運行などいっそうの利便性確保を

【市民部】
○窓口業務のワンストップサービスを
○国民健康保険税の減免制度の拡大を
○後期高齢者医療保険料の市独自の軽減措置を
○国民健康保険、後期高齢者医療保険の資格証の発行を
　しないこと
○介護保険介護者に対する利用限度額に上乗せ措置を
○介護ベッド、車椅子の自費利用に補助制度を

【産業環境部】
○プレミアム付商品券はより多くの市民が購入出来るよ
　うに工夫し、第２弾の発行を
○中小企業融資制度の拡充を
○有機ＪＡＳ農家認定の支援を
○地球温暖化防止条例の制定を
○多摩川の大腸菌増加の原因究明を
○航空機騒音調査の測定点を増やす
○多摩川の環境保全パトロールの強化を
○消費生活相談員の増員を

【福祉健康部】
＜健康課＞
○福生病院の医師確保で診療の充実を
○国保税の値上げストップを
○７５歳以上の医療費無料制度を

○保健センターでの予防接種を午前中にも
○小中学生の医療費を完全無料化に
○短期証、資格証の発行停止を
○インフルエンザ等予防接種の自己負担額軽減を

＜高齢福祉介護課＞
○特養ホームの増床
○介護認定に時間がかかりすぎる。短縮を。
○介護保険料の減免制度拡充
○都の「生計困難者に対する利用者負担軽減事業」の実
　施にむけ、事業所負担を市費負担するなど条件整備を
○高齢者配食サービスの料金引き下げを

＜社会福祉課＞
○ケースワーカーの増員
○原子爆弾被害者見舞金の増額
○難病患者福祉手当の増額
○生活保護の上下水道料金補助の復活を
○ファミリーサポートの利用料軽減を

＜障害福祉課＞
○障害福祉手当の増額
○心身障害者（児）タクシー費用助成金の増額
○障害児の放課後対策事業の充実を

１０月２３日、日本共産党羽村市議団は並木心羽村市長に「平成２２年度予算編成に対する要望書」
を提出しました。以下その内容をお知らせします。



【子ども家庭部】
＜子育て支援課＞
○公共施設等を活用し、子どもの遊び場充実を
○プレイパーク設置で遊び場確保
○３人乗り自転車の貸し出し・購入補助制度を

＜保育課＞
○一時保育の料金軽減
○延長保育の負担軽減
○認証保育、家庭福祉員、認定子ども園に通う子どもへ
　の差額補助制度確立を
○東保育園の増築で０，１歳の定員拡大
○民間保育園の園舎建て替え補助の充実を
○私立幼稚園保護者負担軽減補助金の増額

＜児童青少年課＞
○学童クラブ増設による待機児解消、過密解消
○障害を持つ子どもの学童保育対象学年の拡大
○学童クラブ開・閉所時刻の延長を
○学童クラブ指導員を正規職員化し、保育内容の充実を
○放課後子ども教室の実施を

【建設部】
○市有地の緑化の推進を
○動物公園通りの車種規制を継続し、児童・生徒、高齢
　者などの安全確保最優先に
○武蔵野、三中前の道路をスクールゾーンに
○産業道路の「羽村街道」「羽村四面道」、動物公園通り
　の「羽村動物公園西」「羽村動物公園東」の信号機を右
　折矢印付のものに
○緑ヶ丘2-12-12番地先から富士見公園への歩道の改善を

○五ノ神3-7-18番地先の光る道路錨の電池交換を
○緑ヶ丘1-1-11番地先の夜間感応信号のセンサーの
 改善を
○羽東3-3-25番地の街路灯の清掃を
○小作台3-4-14、　小作台3-4-10、小作台3-4-7のＴ字
 路にカーブミラーの設置を
○公園樹木の定期的剪定を
○羽村市動物公園のトイレに子供用の小さな便器設置を
○神明台２－７の水木公園南端にもトイレの設置を
○グリーントリム公園の樹木の剪定を
○堰下レクレーション広場のトイレの改善を
○市営住宅の地デジ対策の推進を
○マンション耐震診断助成制度を

【都市整備部】
○羽村駅西口土地区画整理事業の一時停止を
　都道3-4-12号線は区画整理事業と切り離して整備を
○生産緑地地区追加指定の促進を

【水道事務所】
○水道料金の値上げは行わないこと

【教育委員会】
○高校入学時奨学金は前年収入だけでなく生活実態で判
 断し、市税完納要件の見直しなど条件の緩和を
○新入学制服代・部活動等への援助など就学援助の充実を
○少人数学級実現をめざし、 小学校1年生を35人学級へ
○学習サポーターを小学校1年全クラスに配置するなど
　増員を

○小中一貫教育計画は中止し、2学期制の見直しを。
○授業プール指導補助員は2学級以下の5、6年生に配
　置を
○清里以外の移動教室にも補助金を（松林小5年生の移
　動教室の三浦海岸2泊3日に補助金なし（23000円）。
　ただし、4年生の清里1泊2日については補助金あり）
○一中・二中・三中の防球ネットの整備を
○アレルギー対応給食実施に向けて検討を
○通級への通学時の就学奨励費は公共交通だけでなく
　タクシー等にも利用出来るように充実を
＜ゆとろぎ＞
○講座室・会議室・ホール・学習室等の使用料金の引き
　下げを
○講座、教室などへの参加費引き下げを
○楽器・マイク・スタンド等備品の利用料の引き下げを
○部屋・トイレの場所がわかりやすいように表示を
○高齢者・障害者・妊産婦等の方の利便性のため車止め
　の設置を
○障害者等が利用しやすいよう地下駐車場への入り口の
　案内板の改善を
○文化祭などのチラシは新聞折り込みでなく、市広報等
　へ折り込み全戸配布を
＜図書館＞
○本の購入予算の増額を
○図書館分館・分室の充実を。（加美・富士見・川崎は
　　火・水・金・土曜日の午後1時～午後5時まで。
　　日曜・夏休み等会館時間の延長を）
＜郷土博物館＞
○トイレが狭くて、数が少ないので整備を
○羽村市史の編纂を


